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服装における女らしさについて　一女らしさを左右するデザイン要素一

松阪女短大○川本栄子　上島雅子　渡辺澄子　近畿大豊岡女短大　黒田喜久枝

愛知女短大　奥田聴子　聖母女学院短大　中沢乃智子　奈良女大家政　中川早苗

目的　女子学生の服装における女らしさの評価と好みの傾向、および女らしさの評価基
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準については既に検討した 服装における女らしさを評価する場合，衣服を構成する形や

色,素材など様々なデザイン要素が大きく左右すると考えられる．今回は服装における女

らしさの評価に影響しているデザイン要素は何であるかを明らかにした．

　方法　①19≪ft年, 1")≪7年の服装雑誌から選び出した　350スタイル写真について女子学生

約　I llfl名に服装から受ける女らしさを７段階評定で評価させ，各スタイルの評定平均値を

算出した. R　3 50スタイルについて，衣服を構成しているデザイン要素を，形，色柄，素

材の面からアイテム・カテゴリを作成し分類した. R女らしさの評定平均値4. 00を基準に

女らしい服装スタイルと女らしくない服装スタイルの２グループに分け，これを外的基準

にし，服装スタイルのデザイン要素を説明変数として数量化ｎ類による分析を行った．

　結果　相関比が(I. 860であったことから，説明変数に用いたデザイン要素が服装スタイ

ルの女らしさの判別に大きく寄与しているといえる. 変数のレンジと偏相関係数より，女

らしさの評価に大きく寄与しているアイテムは，下衣の形，上衣のトーン，上衣・下衣の

デザインディテール，上衣・下衣の色相であることが明らかとなった．また，ケース得点

のグル･-ﾌﾟ別度数分布や累積百分率のグラフから，判別的中率93％とかなり高い的中率で

両クル・－プを判別することも明らかとなった.

　　　　　　　　　1)高林，中沢，中川：服装における女らしさについて（第１報）女らしさの評価と好みの傾向，繊維機械学会誌投稿中

　　　　　　　　　2)渡辺，川本,上島，中川：服装における女らしさについて（第２報）女らしさの評価基準,繊維機械学会誌投稿中
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大学生の被服行動の類型化について（第2 報）一性差
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目的：男女大学生は衣生活に高い関心を持っていると言われている。一方、生活意識にも

様々な特徴が見られ、生活意識と衣生活との関係も示唆されている。そこで、本調査は、

生活意識・行動を類型化し、適切な衣生活行動との関係を明らかにすることを目標に調査

を実施した。また本報では、性差や体形・身長の意識差を中心に衣生活行動の項目に出現

した差異について検討し、生活意識や衣生活の基本的枠組みを求めることを目的とした。

方法：昭和62年12月中旬・岡山県下の男子大学生　104名・女子大短大生　184名を対象に質

問紙m査法による集合調査を実施した。主たる調査項目は、衣生活に対する感情や行動に

関するもの49項目を中心に体形、興味、生活時間などである。主要項目の尺度は、5 段階

法を用いた。分析には、因子分析、数量化Ⅱ類、Ｔ検定、分散分析、パス解析を用いた。

結果と考察：①「アダルトな服装が似合う」と身長が高いと思う男女ほど共に考えている

（Ｐく0.01）。(2)「会社やデパートの制服」や「値が高くてもブランド物を買うこと」、「

遊び着と通学服の区別」を背が高いと自分で思っている男子は肯定している（Ｐく0.10）。

③女子では背が高いほど、「タンクトヅプでの通学」をおかしいと思い、「自分と同じ服

装」を不愉快と思っている（Ｐく0.10 、Ｐく0.01）。④男女差では、女子の方が「母親の影響

が強い」と考え、「服を変えることは気分転換になる」とし、男子の方が「アダルトな服

装が似合う」と考えているようである（Ｐく0.01）。⑤体形では、女子で太めと息っている

方が「毎日何を着るかと悩み」、「地味」で「注目されたくない」と考えている。以上の

ように体形が男女共に衣生活意識に関与し、左右されていることがみとめられた。


